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と妓生の問題 27）などが挙げられ，同時に韓国教会女性連合会（Korea Church Women’s Conference，
KCWC）が韓国政府に対して売春観光事業の即時廃止，拘束学生たちの即時釈放，民主主義秩序の
回復を求めた声明文を紙面に掲載した。このころから矯風会は大韓節制会よりNCCKやアジア教会


































































































































































 1990年10月17日  韓国教会女性連合会などの女性団体が海部俊樹内閣総理大臣宛に慰安婦に対する強制連
行の事実を認め，蛮行を究明し，慰霊碑建立，公式謝罪と補償，歴史教育の中で語り続
けることを求める「公開書簡」』：「公開書簡」，『婦人新報』，1084号，1991年，p.21―22。
 1991年11月14日  宮沢喜一内閣総理大臣宛に派閥人事に対する「抗議書」』：「抗議書」，『婦人新報』，1097号，
1992年，p.27。
 1992年1月13日  宮沢首相の訪韓に際し，国会が戦争責任をアジアの人々に謝罪し，損害に対し補償を行
う決議をすることを，主権者として要請する「声明」』：「声明」，『婦人新報』，1097号，
1992年，p.27。

































































議がされた。さらに，WWCTUとの関係から使用してきた英文名称「Japan Woman’s Christian 




WWCTUの流れを受け継いでいるとする日本クリスチャン女性禁酒同盟（Japan Woman’s Christian 
Temperance Union，以下，JWCTU）は，東京新宿区にある単立牛込キリスト教会を中心に活動を展
開しており，分裂後現在の矯風会の活動に対して以下のように批判する立場をとっている。
　百周年を祝う中で日本キリスト教婦人矯風会は，世界組織の中で大きな問題を抱えていまし
た。世界WCTU共通の三大目標のうち，「禁酒」を「酒害防止」に，「純潔」を「性・人権」に
変えていたのです。それに加え，会員としてすべき禁酒の誓約へのサインをしないまま会員に
なった人も多くいたのです。世界からの再三の警告に従わなかった日本キリスト教婦人矯風会
は，2000年に除名の通告を受けてしまいました。除名の翌年，2001年3月20日，当時のグウェ
ン・ストレトン世界WCTU会長（英国）をお迎えして，JWCTUの発会式が行われました。100
年以上に渡る世界組織の一員としての日本キリスト教婦人矯風会の流れは，「世界の平和・純潔・
禁酒」を三大目標に掲げ，佐藤正子先生を会長とする，私たち「JWCTU（日本クリスチャン女
性禁酒同盟）」に引き継がれたのです。そして，この会の源流を忘れないように，略称として「矯
風会JWCTU」を使っています 50）。
4．2．大韓節制会の場合
　1990年代には呂親子が大韓節制会で大きな役割を担い，WWCTUの社会奉仕部長に就任していた
二女，金ジョンジュが大韓節制会事務総長として改めて就任した 51）。このようにWWCTUにおいても
活躍をみせる大韓節制会は，90年に会長呂の名で会の定款を作成し節制会の目的として「節制精神
意見と，審議の結果禁酒の再署名はしないことに決定され「会員間に差別を生み出すような誓約署名はせず
に共に生きる姿勢と働きこそ矯風会の務め」であるとの意見が対立した。：「2000年度評議員会報告」及び「2000
年度全国大会報告」，『婦人新報』，1198号，2000年，p.4―9。
49）　 「2001年度評議員会報告」，『婦人新報』，1210号，2001年，p.5。これは，WWCTU会長からの通達として，
WWCTUとの関連業務停止，JWCTUという名称を公式文書から除去することが一方的に通告されたため，
としている。：同書，p.9。
50） JWCTU「世界からの除名通告，JWCTUとして新生」，『ニュースレター』，59号，2017年4月，p.1―2。
JWCTUの主な活動としては，毎週水曜日に事務局のある単立牛込キリスト教会（東京・新宿区）で行わ
れている祈りの会と年に4回ニュースレターが発行され，また2年に1度全国大会が行われている。矯風会 
JWCTUのホームページ：http://ushigomechurch.or.jp/jwctu/news59.html（2019年5月現在）参照。
51）	김정주，대한기독교여자절제회편저『대한기독교여자절제회70주년역사』，그린파츄어，1993년，p.190参照。
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名古屋学院大学論集
を基本理念とする生活改善を勧奨し，禁酒禁煙と純潔平和を目的に社会浄化に注力し，家庭と国家と
世界平和のため奉仕する。この理念の下，日毎に核家族化する社会変残と近隣に居住する零細民共働
き夫婦勤労者たちのこどもたちを，委託を受けて基督教の精神に立脚した健全な育児教育を実施する
こと」52）を掲げた。また，呂は21世紀に向けて大韓節制会が果たすべき使命として，「自発的に神と
家庭，国家と人類社会のために福音伝道と禁酒禁煙，（略）明るく美しい神の国を建設する善き仕事
をすること」53）などをあげた。このように，大韓節制会は設立当初から「神と家庭とあらゆる地のた
めに」とのWWCTUの目標同様，福音伝道のゆえに実現される禁酒禁煙を最重要課題とし活動を続
けている。2006年，長年会長を務めた呂が天に召され，翌年には呂の伝記『美しい追憶』が発行さ
れた。韓国で呂の伝記やWWCTUで活躍したフランシス・ウィラードの伝記を発行している出版社
JCRは，呂家族が社長はじめ組織のトップ陣営を占める財閥，大
デ ソ ン
成グループの文化コンテンツ分野を
担当する株式会社大成に属しており，主に大人向けのキリスト教出版物を扱っている。2002年から
現在に至るまで金ジョンジュが大成グループの副会長，2003年から現在に至るまで金ヨンジュが株
式会社大成及び大成ホールディングス社長の職にあたっているところをみると，大韓節制会と財閥（大
成グループ）とが密接な関係を維持してきたことがわかる。また，呂の三女，金ソンジュは2014年
に大韓赤十字社総裁として当時の大韓赤十字社名誉総裁であった朴
パク
槿
クン
惠
ヘ
前大統領の承認を経て就任，
さらにセヌリ党の大統領候補キャンプに合流して中央選挙対策委員会共同委員長を歴任したことか
ら，政界との関係も深かったことがわかる。これら財力や社会的権力を背景に一家族が長年にわたり
大韓節制会の会長その他幹部を務めてきたことが，矯風会との宣教課題における相違が生じた要因の
一つとみられる 54）。
　また，90年代の大きな出来事として98年にWWCTUの世界大会が韓国のソウルで行われたことが
挙げられる。この時，28ケ国の代表がソウルに集まり，金ヨンジュがWWCTUの副会長に選出された。
52） この目的を達成するために節制啓蒙指導事業，地域社会こども託児事業，及び大韓基督教女子節制会保育園
運営の事業がなされているとする。大韓節制会内部組織は，社会部，禁酒宴煙部，純潔平和部，奨学部，社
会奉仕部，青少年部，忠節部，広報部，家庭保護部，組織部，市民運動部，禁酒饗宴部の12部で，会員は大
韓民国の女性によって構成される。
 ：김정주，대한기독교여자절제회편저『대한기독교여자절제회70주년역사』，그린파츄어，1993년，p.193。
53） 「アジアに蔓延している私娼，麻薬，飲酒喫煙とそれによる犯罪，家庭破壊，人身売買，エイズに対して対岸
の火事ではなく地球に生きる私たちの問題として直視すること。そのために，周辺の会員国家と緊密な協力
体制を維持し，中国，タイ，インドネシア，バングラデシュなどアジア諸国にも節制会を組織するべきこと。
アジアの女性キリスト者は自発的に神と家庭，国家と人類社会のために福音伝道と禁酒禁煙，麻薬排除キャ
ンペーン，女性の地位向上のための連帯，すべての社会悪を一蹴し，明るく美しい神の国を建設する善き仕
事をすること。」同書，p.38。
54）　 さらに，2011年9月8日の『国民日報』によると，大韓節制会は『第30回青少年禁酒・禁煙メンタリング」
を開発し全国の公立学校教師2万8千人および保健教師600人を対象に教育セミナーを実施することを明らか
にした。この教育プログラムは大韓節制会が企画し大成ホールディングスが開発したもので，課程は禁酒教
育15回，禁煙教育15回，計30回3週間にわたって行われ，教師は韓国教員団体総連合会を通して教育を受け
る。この韓国教育団体総連合会は韓国国内で最大の教員団体で政治的には保守的立場を維持している。
敗戦後の日本キリスト教婦人矯風会と大韓基督教女子節制会
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このように，大韓節制会は，日本の敗戦後における矯風会とは異なりWWCTUと関係をより強化し，
その内部にも関わることとなった。
5．おわりに―両団体におけるキリスト教宣教の課題と展望
　両団体の母体はWWCTUであり，敗戦後も両団体の交流はWWCTUの大会の場やそれ以外にも書
簡を送るなど続けられていた。その後，矯風会は禁酒の誓約に再署名を求め，「純潔」という言葉の
使用に関して，WWCTUと会の在り方において乖離が生じたことにより距離を置くこととなった。
一方，大韓節制会はWWCTUと密接な関係を維持するだけではなく，積極的にその組織内部にまで
関わることとなった。敗戦後の矯風会は，いわゆるピューリタニズム的な個人的倫理観から転換し，
社会集団の中で疎外された者の声を聴くところに宣教課題を見出し再構築してきた。日韓交流におい
ては結局大韓節制会ではなく韓国教会女性連合会とつながり，日韓キリスト教協議会に積極的に参加
するなどその関係性を重視した。今や両団体に生じた差異は，キリスト教宣教が誰によって，何のた
めになされるのかという中心テーマにおいて共有できないほど大きくなっている。大韓節制会は解放
以前も以後も変わらずキリスト教宣教の課題を個人の救い（経済的，社会的に）に焦点を当てている
のに対し，矯風会は敗戦後に方向転換させ社会の救い（社会悪との闘い）を課題にしてきたといえる。
福音派における個人的救いの優先性とWCCを基盤とする宣教理念との間の溝が，WWCTUの傘下組
織として活動する大韓節制会とWWCTUから離脱した矯風会との大きな相違点と共通している。
　以上，日韓キリスト教女性団体の活動を整理し宣教理念について比較する作業には，「純潔」といっ
た特に女性に関わる用語や女性団体の戦争責任，日本軍「慰安婦」問題に関する議論など，これまで
の日韓キリスト教史研究にはみられない独自の視点があることが明らかとなった。今後これら実践と
交流を推進しつつ分析や比較研究を継続させることが課題となる。
